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既存の神社関連資料情報を収集して、調査と鳥居の規模と形態、成因等についての概要を把握し、構成要素の現象

を示す事実を明らかにした。そして、区内にある神社と鳥居の大きさに重要な関連性があることを予測した。ただし、区内

において、神社と鳥居の存在に関する報告はこれまで皆無である。 
単に生駒山の火山活動史だけでなく、北摂の堆積流とその沿岸地域の海岸地形発達史や環境変遷史との関わりで、神

社がどのような位置づけや問題点を有しているかという検討が重要である。田蓑神社と行政との関連歴史の結果は、Ⓓ貞

観 11(869)年に鎮座、当初は「田蓑嶋神社」と言われた。Ⓔ寛保元(1741)年に、「住吉神社」と改名、明治元(1868)年に

「田蓑神社」現在に至る。Ⓕ天照皇大神の兄神に当たる表筒之男命・中筒之男命・底筒之男命の三柱。Ⓖ神功皇后が三

韓(馬韓・辰韓・弁韓の国)征討へ赴く時、三韓の王等を降伏させて、国に戻る途中、田蓑嶋に立ち寄って勝ち戦を祝った。

Ⓗ天正 14(1586)年、家徳川康がこの地に立ち寄り、池田市多田神社に参詣時、田蓑嶋の漁民らが漁船をつかって、神

崎川の渡船を勤めた。漁業の一方、田も作れと命じ、それを機に田蓑嶋を佃と改め、寛永 8(1631)年、田蓑嶋神社内に、

徳川家康も奉られることになった。Ⓘ現在、東京都中央区佃にある住吉神社である。 
注 1.神功皇后（じんぐうこうごう、170 ～ 269 年）は、仲哀天皇の皇后。崩御:269 年、陵所:五社神(ごさし)古墳、異称:聖母・気長足姫

尊・息長帯比売命・大帯比売命・大足姫命皇后、父親：息長宿禰王、母親：葛城高顙媛、皇配：仲哀天皇、子女：応神天皇、皇居：磐余

稚桜宮（若桜宮）。『日本書紀』などによれば、201 年～269 年間政事を執った。夫の仲哀天皇の急死（200 年）後、住吉大神の神託に

より、お腹に子供（のちの応神天皇）を妊娠したまま海を渡って朝鮮半島に出兵して新羅の国を攻めた。神功皇后が三韓征伐の後に

畿内に帰るとき、自分の皇子（応神天皇）には異母兄にあたる香坂皇子・忍熊皇子が畿内にて反乱を起こして戦いを挑んだが、神功皇

后軍は武内宿禰や武振熊命の働きによりこれを平定したという 
神社の鳥居の件では、一応の成果が得られたデータから解析を行った。Ⓓ神社の鳥居の写真撮影、Ⓔ鳥居の精密測

量(神社の測量値と模型製作)である。平成 23(2011)年夏、西淀川区民祭りやホテルグランヴィア大阪において展示を行

った。短時間の調査であったため、未解明の事項が少なくない。今後も調査を継続する予定であるが、とりあえずこれまで

の成果を整理した。測量した値は、多項式によって解析を行った。本稿においては、大阪市西淀川区田蓑神社にある社

殿の測量値解析と模型製作について報告する。 
 

2．田蓑神社の由来 
 
貞観 11(869)年 9 月 15 日に鎮座(ちんざ)、当初は「田蓑嶋(たみのしま)神社」と言われた。 その後、寛保元(1741)年 9

月に、「住吉神社」と改名し、さらに明治元(1868)年に「田蓑神社」となって現在に至る。 
この神社は「住吉の四柱」として知られている。元は、伊邪那岐(いざなぎ)大神の子で、伊勢神宮の天照皇大神(あまて

らすおおみかみ)の兄神に当たる表筒之男命(うわつつのおのみこと)・中筒之男命(なかつつのみこと)・底筒之男命(そこ

つつのおのみこと)の三柱である。そこへ、神功(じんぐう)皇后が三韓(馬韓・辰韓・弁韓の国)征討へ赴く時、住吉三神を守

り神とし、三韓の王等を降伏させて、国に戻る途中、この田蓑嶋に立ち寄って勝ち戦を祝った。後に、この三柱に、神功皇

后自身も加わって四柱となり、「住吉の四柱の大神」と言われるようになった。その時の船の鬼板が神宝として今も祀(まつ)
られている。 

また、この神社は徳川家康とも深い縁がある。天正 14(1586)年、家康がこの地に立ち寄り、多田の廟(現在、池田市多

田神社)に参詣の時、田蓑嶋の漁民らが漁船をつかって、神崎川の渡船を勤めた。その縁により、漁民らには「全国どこで

漁をしてもよし、また、税はいらない」という特別のごほうびが与えられた。さらに、漁業の一方、田も作れと命じられた。そ

れを機に田蓑嶋を佃と改め、寛永 8(1631)年、田蓑嶋神社内に、徳川家康も奉られることになった。 
 
注、徳川家康の時代:戦国時代-江戸時代前期、生誕:1543 年、死没：1616 年、改名：竹千代（幼名）→松平元信→元康→家康 →

徳川家康、通称：次郎三郎、尊称：大御所（将軍引退後）、神君（死後）、神号：東照大権現、墓所：日光東照宮・大樹寺・高野山、幕

府：江戸幕府 初代征夷大将軍、主君：今川義元→氏真→織田信長→豊臣秀吉→秀頼、氏族：松平氏→徳川氏、父：松平広忠、母：

於大の方、兄弟：徳川家康・松平家元?・内藤信成?・松平忠政?・樵臆恵最?・市場姫、異父弟：松平康元、松平康俊、松平定勝、妻の

正室：築山殿、継室：朝日姫、側室：養珠院・西郷局・茶阿局・英勝院・ 雲光院・相応院ほか、子：松平信康・亀姫・結城秀康・督姫・徳

川秀忠・松平忠吉・振姫・武田信吉・松平忠輝・徳川義直・徳川頼宣・徳川頼房、ほか 
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ここで、決定係数は高信頼性の値であり、西淀川区内にある各神社と社殿の正面横距離の関係から一定の傾向を判

明した。 
 

表 3-2. 神社名と社殿横距離（m） 図 3-5. 神社名と社殿横距離との関係 
 神社名 社殿横 

1 福住吉神社 6.0 

2 五社神社 6.1 

3 大野百島住吉神社 7.3 

4 姫嶋神社 8.3 

5 鼻川神社 9.1 

6 大和田住吉神社 10.5 

7 田蓑神社 12.4 

8 野里住吉神社 16.2 
 

 

 
表3-3は、西淀川区内にある各神社と社殿横（奥行き）の関係を表示した。西淀川区内にある社殿の社殿奥行きにおい

て、最大値は 17.2m、平均値は 12.0m および最小値は 4.9m である。田蓑神社の社殿奥行きは、区内では最短距離で

ある。これは、本殿と社殿が分離され、中央に中庭があるからである。表 3-1 から表 3-3 と図 3-6 について図式を行った。

西淀川区内にある各神社（X 軸）と社殿の社殿奥行き（Y 軸で単位は m）の関係から多項式近似(回帰)の 3 次方程式(2
次変数)を求めた。ここで、R²は X と Y の信頼性関係を意味する決定係数である。X と Y との関係を究明するため考察方

法として、次のような回帰方程式を与えられる。 
 
y = 0.124x3 - 1.827x2 + 9.129x - 2.614・・・・・・・・R² = 0.997(決定係数)・・・・・・・・・・・（3-2） 

 
ここで、決定係数は高信頼性の値であり、西淀川区内にある各神社と社殿の社殿奥行きの関係から一定の傾向を判明

した。 
 

表 3-3.神社名と社殿奥行き距離（m） 図 3-6. 神社名と社殿奥行きとの関係 

 神社名 社殿奥 

1 田蓑神社 4.9 

2 五社神社 9.1 

3 福住吉神社 11.9 

4 大野百島住吉神社 12.4 

5 大和田住吉神社 13.1 

6 姫嶋神社 13.3 

7 鼻川神社 14.1 

8 野里住吉神社 17.2 
 

 

 
表 3-4 は、西淀川区内にある各神社と社殿の社殿高さの関係を表示した。西淀川区内にある社殿の社殿高さにおいて、

最大値は 7.9m、平均値は 5.7m および最小値は 4.4m である。田蓑神社の社殿高さは、区内では 2 番目の高さである。

表 3-1 から表 3-4 と図 3-7 について図式を行った。西淀川区内にある各神社（X 軸）と社殿の社殿高さ（Y 軸で単位は m）

の関係から多項式近似(回帰)の 2 次方程式(2 次変数)を求めた。ここで、R²は X と Y の信頼性関係を意味する決定係数

である。X と Y との関係を究明するため考察方法として、次のような回帰方程式を与えられる。 
 



 

y = 0.023x2 + 0.219x + 4.413・・・・・・・・・・R² = 0.969(決定係数) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（3-3） 
 
ここで、決定係数は高信頼性のある値であり、西淀川区内にある各神社と社殿の社殿高さの関係から一定の傾向を判

明した。 
 

表 3-4.神社名と社殿高さ（m） 図 3-7. 神社名と社殿高さとの関係 
 神社名 社殿高さ 

1 福住吉神社 4.5 

2 姫嶋神社 5.0 

3 五社神社 5.5 

4 大野百島住吉神社 5.7 

5 鼻川神社 6.1 

6 大和田住吉神社 6.4 

7 田蓑神社 6.8. 

8 野里住吉神社 7.9 
 

 

 
4. おわりに 

4-1.西淀川区の地域環境  
西淀川区の地名に、竹島、御幣島、佃島、出来島、姫島、百島、中島、城島、西島、外島など、島の名が多いのは、そ

の名残と言える。現在は浸水対策として、大規模な防潮堤が築造され、今後の抜本的な浸水対策として、"淀の大放水路

"も着工した。西淀川区の誕生は大正 14(1925)年 4 月 1 日で、明治・大正・昭和の初期にかけ、水運の発達や鉄道・道

路・橋梁などの急速な整備に伴い、紡績・機械・金属・鉄鋼・化学といった近代工業が集中し一大工業地帯を形成した。

河川汚濁の多い大野川・中島大水道も市民生活の環境改善を図り、緑あふれる緑陰道路として再生され、広く区民の憩

いの場・健康づくりの場として活用されている。 
西淀川区の規模は、大阪府大阪市の最西端に位置し、東西間距離約 5.31km、南北間距離約 5.94km、境界線距離

約 17.68km、総面積 14.23 平方 km である。 
Ⓓ区内最東端の町である柏里 1 丁目は、34°42′33″N と 135°28′15″E。 
Ⓔ区内最西端の町である中島 2 丁目は、34°42′23″N と 135°25′57″E。 
Ⓕ区内最南端の町である西島 2 丁目は、34°41′13″N と 135°25′05″E。 
Ⓖ区内の 3 島名は中島・西島・佃島。 
Ⓗ区内の 4 鉄道名は JR 東海道本線・JR 東西線・阪神本線・阪神なんば線。 
Ⓘ区内の川名は中島川・左門殿川・神崎川・西島川・淀川・旧大野川・旧中津川。 
Ⓙ区内の 7 駅名は塚本駅・御幣島駅・加島駅・姫島駅・千船駅・福駅・出来島駅。 
Ⓚ17 町名は西島・百島・大野・竹島・花川・千舟・福町・柏里・中島・出来島・歌島・姫里・野里・大和田・姫島・御幣島・

佃。 
Ⓛ17 橋名は中島新橋・辰巳橋・左門小橋・左門橋・中島出来島大橋・城島橋・城島小橋・千北橋・千船大橋・神崎大

橋・両島橋・中島大野高架橋・新伝法大橋・伝法大橋・淀川大橋・中島川橋・神崎川橋である。 
 

4-2. 西淀川区にある田蓑神社の調査要約  
大阪市西淀川区、田蓑神社の由来と社殿測量の解析によって明らかにした点と模型製作を行なった点を要約する。 
1. 御祭神は、住吉四柱大神(表筒男命、中筒男命、底筒男命、神功皇后） 
2. 神社の創建は 869 年で、鳥居建立は 1511 年～1987 年である。 
3. 社殿の建築様式は住吉造、鰹木は 18 本である。 
4. 社殿の建築物の配置図が作成できたのである。 
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